
■願い事と困り事■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 116 号 

 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mail と Facebook で松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

名刺交換した方や、突然思い出した方にもお届けしますので、ご迷惑であればお知らせください。 

できれば勤務先でなく、個人のアドレスにお届けしたいので、ご連絡ください。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. ブログから：願い事と困り事 

 

願い事が少しでも近づきたいゴールなら、困り事は少しでも遠ざかりたいスタート地点だ。だから、願い事だけ

祈っていても実現しないし、困り事だけ悩んでいても解決しない。願い事と困り事は、どちらか片方でなく、両

方が揃って初めて明快な動機として機能する。そして、この両者の関係はそれほど複雑ではなく、シンプルだ。 

両者が揃って、スタートとゴールが見えた時、なぜこんな簡単なことに気付かなかったのかと思う。だが、その

関係にたどり着くためには、一見複雑な願いや悩みをシンプルに単純化する必要がある。余計なぜい肉をそぎ落

とし、自分に直接関わることを抽出する必要がある。 

 

僕は今、ソーシャル不動産というプロジェクトを進めたいと願っている。だが、当初予定していた助成金が得ら

れず、戦略の変更は避けられない。一見スタートとゴールは明確のようなのだが、なぜか体が動かない。先日「負

け惜しみ」と題して総括したはずなのに、まだ頭の中でグチグチ言ってる。今日は、そんな自分を解きほぐす作

業をレポートする。 

 

まず、シンプルに考えると現状はこうだ。想定していた事業に必要な財源が消えてしまったのだから、新たな財

源を探せばいい。さっさと事業企画書をブラッシュアップし、別のスポンサー候補を訪ねればいい。実際、今の

状況はこの企画を立案中から想定しており、いくつかスポンサー候補もリストアップしてある。だが僕は、いま

ひとつその気になれない。その理由は、そもそもこの企画が今回不採用になったこと。他の候補をリストアップ

http://nanoni.co.jp/category/p9/


していたのは、採用になる自信があったからこそであり、ひとたび不採用になってみると、他のスポンサーから

採用される自信が一機に失われてしまったようだ。僕はこれまで「弱音を吐きたくない」という理由で、この考

え方を封印してきたんじゃないだろうか。だとすれば、それこそが虚勢であり、自分の目を濁らせる。採用を前

提にした組み立てが、不採用によって変化することの方が、当然の成り行きではないか。 

 

助成金の不採用が確定したのは６月中旬のことだった。その日はさすがにがっかりしたが、一方で妙な自信があ

ったことも先ほどの虚勢に通じている。それは千葉県御宿町に移り住み、活動を始めたばかりの T 君との出会い

だった。今年 20 歳になる T 君は、中学生の頃から社会活動に携わり、自ら団体を率いていた。成人した今、地

域を定めて活動を開始したいと考えた末に御宿のまちを選んだのは、そこで多くの出会いがあり、若さに対する

地域の期待をひしひしと体で感じているからに相違ない。そのことは、5 月の下旬突然の電話をもらい、その晩

初めて御宿に駆けつけた時から今日にいたるまで、僕にもビシビシと伝わってくる。僕の願いは、こうした若者

が地域でチャレンジできる事業の枠組みを提供することだ。彼らを地域社会の担い手にするには、どうしたらい

いのかという課題を解決することだ。 

 

それ見たことか。僕の悩みと願いははっきりしてる。問題は、「こんな出会いがしらの思い付きで、僕は動いてい

いのだろうか」という、なんとも情けない心の迷いだ。だがそれもまた、言い訳に過ぎない。なぜなら、僕にと

ってこうした「変わり身」は茶飯事だから。公益法人や NPO の申請を途中で取り下げたりと、これまでの前歴

は数多い。振り返ってみればいつも思い付きで動いていたのではなく、ずっと心に思っていたことが、何かをき

っかけに行動に現れたに過ぎない。何度も繰り返してきたことだから、そう思う。変わり身でなくゴールに向か

う気づきのプロセスだと。だとすれば、自分の願いに素直に耳を傾け、困りごとを整理していけるはず。願いや

困りごとを列挙し網羅しようとせず、自分の分だけ抽出し、自分の役割を明確にするべきだ。 

 

「若者たちの仕事を生み出したい」という願いは、「最後は若者に養ってもらいたい」という僕の願いと裏腹だ。

そんなことを言うと、若者たちは引いてしまうかも知れないが、僕は本心でそう思う。その訳は、「若者の世話に

はならない」という言葉こそが、社会に余計な負担と分断と孤立を生み出す諸悪の根源に思えるからだ。人間社

会の強みは、世代間の協力関係にあると僕は思う。子供たちは役立つ大人になるために学び・成長し、大人は社

会を支えるために働き・稼ぎ、年寄りは子供と大人をサポートするという役割分担が、人間社会が持続する根幹

だ。これが実現できない家族は途絶え、地域は消滅し、国家は衰退する。日本は豊かな財力でこの仕組みに頼ら

ない社会を目指してしまったが、その挙句に借金(国債･補助金)まみれで破たん寸前だ。たとえ国家の財政が破た

んしようと、平然と生きていく僕たちが目指すのは、若者が活躍し、若者の世話になる社会に違いない。 

 

今日も、愚痴っぽい話にお付き合いいただき恐縮です。でも「自分の願い」にまとわりつくいくつかの邪念を吹

き飛ばすことができました。引き続きソーシャル不動産を中心に、様々なチャレンジを続けますが、60 も過ぎた

ことだし、もうぶれない「願い」を携えて様々な課題解決に取り組みたいと思います。 

ちなみに「若者」とは、「未来を考える人」のこと。自称「若者」からのご意見やご感想をお待ちしています。 

 

http://nanoni.co.jp/20170715-2/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. 今週のお知らせ：名栗の森オーナーシップクラブ 7 月例会 

 



名栗の森オーナーシップクラブでは、毎月第 4 日曜日に例会を開催します。 

今回は、森の中の沢登りを楽しんだ後、温泉に浸かってから例会を行います。 

途中合流歓迎ですので、気軽にご参加ください。 

 

参加ご希望の方は参加ボタンをポチッと押して、参加の範囲などはコメントにお書き添えください。 

 

■7 月例会 

日時：7/23(日) 10 時～15 時 

費用：一般 2,500 円、会員無料 どなたでも参加できます。 

 

■内容 

活動 10:00 名栗ベースに集合 車の調整 

   10:30 名栗の森 沢登り体験会 

   12:30 さわらびの湯 入浴 

   13:00 〃 昼食・例会 

   15:00 解散 

装備：腰まで水に浸かりますので、靴の替えと着替え+軍手 

   お弁当・飲み物・筆記用具 

 

前回の沢登りの様子はこちら 

http://land-resource.org/naguri/20160925-2/ 

 

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋ 

オーナーシップクラブへの入会は、 

持ち主の仲間になることを意味します。 

家族や団体で入会すれば、 

年会費 3 万円で、メンバー何人でも、何回でも 

森を利用することが可能です。 

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋ 

 

■事務局・連絡先  

名称 一般社団法人 日本土地資源協会  

住所 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

ＨＰ http://land-resource.org/ 

Mail post@land-resource.org (担当:松村) 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. まつむら塾 

 

■開催予定 講義＋演習 

・日程 7/27（第 2,4 木金曜日）19-21 時 笑恵館 

・その他会場募集 



まつむら塾を開催させてくださる会場を募集しています。会場提供者は、受講料免除といたします。 

 

■自習室 http://nanoni.co.jp/juku/ 

まつむら塾の講義内容を、自由に閲覧できるサイトです。 

 

■オンラインまつむら塾：まつむら塾の演習をオンラインで体験できます。 

・事業目的の作り方(公開中) 

 https://synapse.am/contents/monthly/m-juku01 

現在：RAM 会員 3 名、ROM 会員 0 名 (定員 30 名) 

・倒産覚悟の経営のススメ(公開中) 

https://synapse.am/contents/monthly/matsumuratakuya 

現在：会員 8 名 (定員 30 名) 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

4. 今後の予定：今週・来週以降 

凡例 ○面談歓迎：来て下さればあなたの面談を優先。 

   ◎呼出歓迎：あなたのお誘いを優先、訪問可能。 

   ●同行可能：僕の訪問先にお連れします。 

   ★参加可能：あなたも参加可能なイベント。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（月）7/17 ○なのに作業日 青葉台で面談可 

（火）7/18 ○作業日 午後から笑恵館で面談可 

 16-18 時 ★笑恵館を学ぼう 

 18-20 時 ★笑恵館・持ち寄り食事会 

（水）7/19 ○なのに作業日 青葉台で面談可 

（木）7/20 ○作業日 終日笑恵館で面談可 

（金）7/21 ○作業日 午後から笑恵館で面談可 

（土）7/22 ○なのに作業日 青葉台で面談可 

（日）7/23 ○休業日 

 10-15 時 ★名栗の森オーナーシップクラブ 7 月例会 

 

■その後のイベント 

7/25 17-19 時 ★笑恵館クラブ運営会議 

7/27 18-21 時 ★まつむら塾（笑恵館） 

8/03 19-21 時 ★第 20 回 解決しゃべり会 

8/08 15-17 時 ★日本土地資源協会 経営会議 

8/08 17-19 時 ★笑恵館クラブ理事会 

8/10 18-21 時 ★まつむら塾（笑恵館） 

8/11 19-21 時 ★カプラー起業交流会(三茶) 

8/12 10-15 時 ★ニッチ大学⑤（さくまさんち） 

8/27 10-15 時 ★名栗の森オーナーシップクラブ 7 月例会 

9/19 16-18 時 ★笑恵館を学ぼう 



9/19 18-20 時 ★笑恵館・持ち寄り食事会 

 

相談のある人、一杯やりたい人、歓迎です。 

松村の予定はこちらで公開しています。http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

5. アクセスポイント：問い合わせ先 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 taku8823@ezweb.ne.jp 

自 宅 株式会社 なのに(平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

    http://shokeikan.com/ 

 

 

メール配信をご希望の方はこちら 

http://land-resource.us10.list-manage.com/subscribe?u=800df08672d8b31689226516d&id=df33ae0ce9 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 

 

http://land-resource.us10.list-manage.com/subscribe?u=800df08672d8b31689226516d&id=df33ae0ce9

